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（公財）日教弘教育研究助成事業 

鳥取支部 教育実践研究論文 募集要項 

教育実践研究論文は、教育関係者が使命感をもって、日々行っている教育実

践の優れた結果の報告の場として、論文の募集を行う事業です。令和８年度は

下記要項のとおり実施します。 

 

1. 主催    公益財団法人日本教育公務員弘済会鳥取支部 

 

2. 募集要件 

（1） 募集の趣旨 

学校教育の向上発展に寄与する優れた教育実践研究論文を対象としま

す。 

（2） 募集要件 

① 未発表の論文であること  

公的機関､研究会､市販の図書･教育誌等に既に発表したもの及び他団

体に応募（推薦も含む）ずみのもの｡（当会提出後に発表・応募等した

ものも対象外） 

 ※レポート等であっても内容が類似したものは不可とします。 

ただし、新たな内容に主軸を置いているものであれば応募可とします。

（内容に差異がないもの、前段である研究・活動に紙幅を割いて新たな

内容を数行追加しただけのもの等は対象外）また、研究紀要のみの応募

は認められません。 

② 応募について２年連続で応募はできないが、前年度とテーマと内容が

異なっておりれば、続けて応募することができます。 

③ 要旨、論文の様式に不備がないこと。 

 

（3） 募集対象 

論文は①学校部門(団体を含む)､②個人部門(研究グループを含む)の 2

部門とします｡  

①  学校部門    国･公･私立の認定こども園（※保育の実践は除く） 

・幼稚園、小･中･高･特別支援･高専等の各学校及び教 

育機関等並びにそこに勤務する教育関係者で組織す 

る教育研究団体 

※学校で応募する場合は校長が、他の教育機関・グループ等から

応募する場合は機関の所属長・代表者が応募者となります。 
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② 個人部門    上記の学校や教育機関等に勤務する教育関係者個人

及びそれらの人々で組織する研究グループ等 

［教育関係者とは各都道府県市(特別区を含む)町村等に設置された 

国･公･私立の学校､園、その他の教育機関に勤務する教職員及びこ

れに準ずる者] 

（4） 募集期間   令和８年７月１日～令和９年１月２２日（必着） 

（5） スケジュール 

     令和８年５月中旬 募集案内ポスター配布 

７月初旬 受付開始                   

令和９年２月 ５日 教育振興事業選考員会で選考 

    ２月１３日 支部幹事会で決定 

２月中旬  結果の通知 

２月下旬  助成金交付及び表彰式 

 （6） 応募方法 

① 研究主題 

論文の主題は、「学校の実態を踏まえ、明日の教育を考える」という

立場から応募者が具体的な研究主題を決めて論文をまとめることとし

ます。 

 

② 用紙及び論文量 

     論文の作成は原則としてワード等を使用してください。 

指定の原稿用紙はありませんので、下記のとおり設定の上論文等

を提出してください。 

 

   ア 本文 

様式は 24 字×43 行×2 段組×Ａ４判 4 ページ横書きとします。 

本文の他、この中に研究主題・執筆者の記載欄（24 字×6 行×

2 段組・下記③参照）及び図表・写真等の資料を含みます。 

なお、図表・写真等の資料を掲載する場合は、A4 判 1 ページ程

度以内の分量に収めてください。 

   

③ 論文の書き方 

ア 論文は横書きとします。 

イ 文字は常用漢字、現代かなづかいを使用してください。 

ウ 主題名等は、本文 1 ページ目の 6 行（段組み左右）を用い下記

のとおり印字してください。（ページ番号を入れてください。） 
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※学校名・団体名・グループ名及び役職・氏名の欄には下記のと

おり記入してください。 

  1 学校の場合は、学校名及び校長名 

  2 団体の場合は、団体名及び代表者役職・氏名 

  3 グループの場合は、グループ名及びその代表者役職・氏名 

  4 個人の場合は、所属学校名及び役職・氏名 

 

〔教育実践研究論文 項立例〕 

１ 研究の基本的な考え方 

（１）主題について 

（主題設定の理由、主題及び副主題の説明） 

（２）研究目標 

（３）研究仮説 

（４）研究構想（内容、過程、手立て、研究構想図 等） 

２ 研究の実際 

（１）実践例（実証授業） 

（２）結果の考察と分析 

３ 研究の成果と課題 

（１）研究の成果 

（２）研究の課題 

※ 客観的なデータ等（アンケート等の数値化、子どもの 

ノート、発言、活動の様子等）に基づいてまとめられる 

と分かりやすいです。 

     ※ この項立例に拘るものではありません。一つの例と

して参考にしてください。  

 

④ 小見出しや文章の書き出しの前は、ひとマスあけてください。 

(レイアウト等については日教弘ホームページ(www.nikkyoko.or.jp)

の例を参考にしてください。） 

 

⑤ 図表・写真等の資料の留意事項 

掲載する図表・写真等の資料は、「教育研究集録」作成時に見にく 

くならないように配慮してください。 

A4 判 1 ページ程度以内の分量に収め、本文の中に貼り付けまたは

デジカメ等で取り込んだものにしてください。 

http://www.nikkyoko.or.jp/
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⑥ 論文応募方法 

      弘済会鳥取支部のホームページより「教育実践研究助成申込書」を

プリントアウトしてください。 

必要事項を記入した申込書と印刷した論文を、下記公益財団法人日

本教育公務員弘済会鳥取支部あてに送付してください。 

 

 公益財団法人日本教育公務員弘済会鳥取支部 

 〒６８０－０８３３ 

     （住所） 鳥取県鳥取市末広温泉町６０８ 

 ＴＥＬ ０８５７－２６－５３３４ 

Ｅ-ＭＡＩＬ： t-kyoko.t.y@topaz.ocn.ne.jp 

URL：          http://www.kousaikai-tottori.jp/ 

 

〈個人情報の取り扱いについて〉 

・ 申請書に記入された個人情報は、選考及び選考結果の通知のために使用

します。 

・ 助成が決定した場合は、申請書に記入された助成対象団体の団体名及 

び助成対象テーマと助成金額や贈呈式の模様を、ホームページ、広報誌 

等で公表します。 

 

3. 表彰及び助成額 

（1）最優秀賞１篇 学校･研究団体（10万円) 個人･研究グループ (5万円) 

（2）優秀賞３篇  学校･研究団体（5万円)  個人･研究グループ（3万円) 

（3）奨励賞５篇(個人 3件) 

学校･研究団体（3万円)   個人･研究グループ（2万円) 

※1. 最優秀賞･優秀賞･奨励賞の該当数は､審査結果により変わることがあ

ります｡ 

※2. 最優秀賞･優秀賞の該当者については､表彰式を行い贈呈します｡ 

 なお､表彰式に出席しない奨励賞該当者については、鳥取支部から贈

呈します｡ 

 詳しい日程等については､該当者に別途案内します｡ 

※3. 鳥取支部「教育実践研究論文集」を刊行し、教育の振興に役立てま

す。また、ホームページにも掲載します。 

※4. 応募された原稿の版権は当支部に所属します｡ 

mailto:t-kyoko.t.y@topaz.ocn.ne.jp
http://www.kousaikai-tottori.jp/


15 

 

※5. 他の論文等にある図表、写真や長い文章を引用する際には、版権所

持者・団体の引用許可を応募者が取ってください。 

※6. 応募要件を満たしていない場合、受賞の対象外となります。（受賞後

に発覚した場合も賞の取消及び助成金の返金を求めることがありま

す。） 

 

4. 選考 

 （1）選考方法 

①鳥取支部教育振興事業選考委員会で選考後、鳥取支部幹事会の議を経て

支部長が表彰対象者を決定します。 

②採否は文書で各申請者に連絡します。なお、受賞の理由等、選考に関わ

る問い合わせには回答しません。 

（2）選考基準 

   観点１ ①現代の教育課題を適切に取り上げているか 

       ②教育課程上適切に位置づけられ、授業の改善に資するものと 

なっているか 

       ③子どもの主体的な変容・発達の姿が見られるか 

       ④理論と実践が一体となった研究であるか 

       ⑤その研究内容は価値が高く、他の学校でも活用できるか 

   観点２ ①論旨や意見は明確であるか 

       ②論文の展開や文章の構成は筋道立っているか 

 

5.問い合わせ先 

  公益財団法人日本教育公務員弘済会鳥取支部 

 〒６８０－０８３３ 

   （住所） 鳥取県鳥取市末広温泉町６０８ 

ＴＥＬ ０８５７－２６－５３３４ 

Ｅ-ＭＡＩＬ： t-kyoko.t.y@topaz.ocn.ne.jp 

URL：          http://www.kousaikai-tottori.jp/ 
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